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近年、少子高齢化を背景に生産年齢人口が減少していることにより、多くの企業で人手不足が深刻になりつつあり、アフターコロナの需要増加
に伴う求人募集においても、人材確保に支障が生じている企業が多くなっています。 また、景気動向調査における人手過不足DIにおいても、
ここ数年「不足」超の状況が続いています。今回は人手不足の状況と対応策についてアンケートを実施いたしました。 

中小企業における人手不足の状況と対応策について

調査時期／2023年11月14日～12月4日　　調査対象企業数／1600社　　有効回答数／472社　　有効回答率／29.5％　　※四捨五入の関係で構成比の合計が100にならない場合があります。
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Q1
貴社では最近、さらに深刻になりつつある人手不足の
状況をどのように認識されていますか。　※1つ選択
不足と回答された方は、不足のある職種を
お答えください。　※最大2つ選択

Q2
貴社では人材雇用についてどのような
採用方針に基づき募集していますか。　※1つ選択

Q3
貴社では人材の雇用確保、維持のためどのような
取り組みを行っていますか。　※最大2つ選択

貴社では外国人労働者を採用（予定を含む）
していますか。採用（予定を含む）している場合、
採用していない場合、それぞれ理由を
お答えください。　※それぞれ1つ選択

Q4

優秀な
人材がいれば
都度採用する
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ここしばらくは、
人員は充足しており
募集していない
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23.7%

退職者が出れば
補充のために
募集を行っている
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27.7%が
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人手不足の状況 不足している職種

受注の取捨選択

20.8%

事業規模の縮小
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従業員の※多能工化等による
スキルアップ
42.9%

Q5
貴社において人材不足の中、企業の維持継続のため
どのような取り組みを行っていますか。　※最大2つ選択

残業、
休日出勤
による対応

12.9%
特になし

27.9%28.3%
IT化等による業務効率化

不足
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毎年、定期的に募集を行っている
9.0%
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44.3%

外国人労働者の採用について

採用（予定を含む）理由 採用していない理由
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10.3%

4.7%

19.3%

55.9%

24.2%

賃金引上げによる処遇改善

同一労働同一賃金など
非正規雇用の処遇改善

その他

特になし

長時間労働の是正

福利厚生等の充実

定年の延長、
廃止等高齢者の就業促進

子育て、介護などとの仕事の
両立のための職場環境改善

日本人より
定着率が
良いため
11.0%

日本人を
採用できないため

34.1%

若手の人材が採用
できるため 22.0%

販売先が海外等で
外国人労働者の方が
先方との交渉が
スムーズに進むため
6.6%

優秀な人材が
採用できるため

26.4%

外国人の採用に
メリットを感じないため
25.4%

現状、人手が
足りているため

31.5%

文化、言語への
対応が難しいため
16.5%

就業期間に
制約が
あるため 
4.0%

自社の社風に
なじまないと
考えるため
13.7%

採用の手続きの
対応ができないため

8.9%

現場作業関係 77.8%

その他の職種 14.9%

経理・財務・管理関係 11.7%

営業・販売関係 37.1%
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採用（予定を含む）している 20.4% 採用していない 79.6%

※多能工化…従業員1人が複数の業務や工程をこなすスキルを持つこと




